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計根別神社例大祭
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※（　）内は町内会名

宵宮祭
計根別神社

素人演芸大会9/9

大人の部大人の部

どうにかなるさ～（錦）

西和のゆかいな仲間たち②（西和）

桜の木小唄（中央）

東会だゾー（東）　恋ダンス

計根別神社に
ブルゾン到着！

古城（中央）

西和のゆかいな仲間たち①（西和）

旭24時間テレビ～里奈は地球を救う～（旭）

計根坂46「サイレントマゾリティー」

計根別にいる
良い男の数は… ３５人♥

イ
エ
～
～
!!

サンシャイン内田

エビカニクス♪　
　エビカニクス♪

ブンバボ－ン！渾身のヲタ芸を披
露
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子供の部子供の部

ＯＬＡ！！（錦）

やってみよう（錦）

ミニオンズ（西和）

いい笑顔です！

ポケモン～君に会えてよかった

アラレちゃん音頭（中央）タッタ（計根別）

9/10 計根別神社例大祭
　開始直後は雨が降っていましたが、しばらくして雨は上がり、快晴に
恵まれました。

ワッショイワッショイ！

雨が上がったゾ～
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今年は別海にて開催！
　
７
月
31
日
か
ら
８
月
１
日
に
釧

路
・
根
室
管
内
合
同
の
ジ
ュ
ニ
ア

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
道
東
根
室
南

部
事
業
セ
ン
タ
ー
見
学
と
別
海
町

農
村
広
場
に
て
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
道
東
根

室
南
部
事
業
セ
ン
タ
ー
で
は
牛
の

第
四
胃
変
位
の
手
術
の
見
学
と
牛

に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
勉
強
を

し
ま
し
た
。
獣
医
さ
ん
の
話
は
と

て
も
分
か
り
や
す
く
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
夕
方
は
農
村
広
場
に
移
動
し

焼
肉
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ン

ゴ
大
会
、
花
火
な
ど
を
行
い
、
夜

は
寝
袋
で
寝
る
と
い
う
キ
ャ
ン
プ

な
ら
で
は
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

翌
日
は
起
床
後
に
ラ
ジ
オ
体
操
で

体
を
動
か
し
、
朝
食
後
、
ス
イ
カ

割
り
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
２
日
間
、
天
気
に
恵
ま
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
有

意
義
に
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
た
く
さ
ん
の
会
員
に

参
加
し
て
頂
き
、
夏
休
み
の
思
い

出
に
な
る
よ
う
に
楽
し
い
行
事

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
お
忙
し
い
中
、
子
供

達
の
送
迎
を
し
て
頂
い
た
保
護
者

の
方
々
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
事
務
局　
中
條
係・小
川
係
》

ジュニアホルスタインクラブ
サマースクール！

釧路・根室管内合同



5

　９月15日に札幌駅構内で、計根別学園による『計根
別アピール』が行われました。
　計根別学園の生徒の他に、中標津農業高校の生徒３名
も参加しました。
　この企画は、計根別学園の生徒が作った「ビーフジャー
キー」や、中標津農業高校の生徒が作った「鹿肉ジャー
キー」の試食・配布、中標津町に関するクイズ、畜産食
品加工研修センター提供のチーズの配布と、盛りだくさ
んの内容となりました。

　　計根別学園

計根別アピール
9/15

ぜひ、計根別に
遊びに来てね！

ビーフジャーキー
の試食・配布 チーズの配布

鹿肉ジャーキーの
試食・配布 鹿肉に関するアン

ケート調査

パンフレットの配
布

外国人にも計根別
のことをアピール

中標津農業高校
のマスコットキャ

ラクター

「なかのんちゃん
」

中標津町に関する
クイズ

大勢の人がブース
に興味を示して集

まり、用意していた
ビーフジャー

キー400個は、あっ
と言う間に約30分

ほどで配布が終わ
りました。
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● ● ●  退職のあいさつ  ● ● ●
　

こ
の
度
、
８
月
31
日
を

以
っ
て
退
職
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
に
奉
職
し
、
共

済
係
と
し
て
７
年
５
ヶ
月
勤

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
至
ら
な
い
事
も

多
く
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
組
合
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、
役
職
員
、

関
係
各
位
の
方
々
の
温
か
い

ご
指
導
の
お
陰
で
楽
し
く
過

ご
す
事
が
で
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
方
の
今
後

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
退
職
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

金
融
共
済
部

　
金
融
共
済
課 
共
済
係

石
神 
亜
希
子

　
９
月
７
日
、
中
標
津
町
経

済
セ
ン
タ
ー（
な
か
ま
っ
ぷ
）

に
て
、
中
標
津
・
根
室
地
区

大
会
が
開
催
さ
れ
、
出
場
者

６
名
（
当
Ｊ
Ａ
よ
り
４
名
）

が
電
話
応
対
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
宮
下
係
、
杉
本

係
が
入
賞
し
、
宮
下
係
に
つ

き
ま
し
て
は
北
海
道
大
会
に

進
出
し
ま
し
た
。

電
話
応
対

コ
ン
ク
ー
ル

　
9
月
16
日
、
17
日
に
別
海
町

産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
当
青
年
部
は
、
16
日
に
チ
ー

ズ
フ
ラ
ン
ク
を
販
売
…
。
当
日

は
快
晴
で
、
多
く
の
お
客
様
が

来
場
し
て
お
り
、
用
意
し
て
い

た
４
０
０
本
も
、
あ
っ
と
い
う

間
に
完
売
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
！

　
買
っ
て
頂
い
た
皆
様
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

《
事
務
局　
吉
田
係
》

別海町産業祭�

本日は晴天なり。

ありがとうございます！売れすぎて、部長もこのにやけ顔！
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11月30日（木）は個人事業税･第２期の納期限です。
納税通知書が届いた方は、忘れずに納期限までに納めましょう。
なお、納税には便利な口座振替がおすすめです。
詳しくは、根室振興局　税務課までお問い合せください。

お問い合わせ
　根室振興局税務課　〒087-8588　根室市常盤町３丁目28番地
　課税に関すること（課税係）０１５３－２４－５４７９
　納税に関すること（納税係）０１５３－２４－５４６６

10月は『不正軽油防止強化月間』です！
不正軽油を

【作らない】、【売らな
い】、

【買わない】、【使わな
い】

を実践しましょう。

● 不正軽油とは？ ●
　軽油引取税の脱税を目的に、軽油に灯
油などを混ぜた「混和軽油」や軽油以外
の石油製品を混ぜ合わせて作る「製造軽
油」などを「不正軽油」といいます。

北海道根室振興局 税務課 課税係
〒087-8588 根室市常盤町3丁目28番地　TEL（0153）24-5482（直通） FAX（0153）24-0058お問い合わせ先

10月は『不正軽油防止強化月間』です！

最低賃金額 時間額  810円

厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署（支署）

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての
労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含む。）に適
用される北海道最低賃金が次のとおり改定されました。

（効力発生年月日　　平成29年10月１日）

「必ずチェック 最低賃金！　使用者も、労働者も」

●�最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金及び時間外等割
増賃金は算入されません。
●�最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反として処罰されることがあり
ます。
●�特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製造・修理業、船体ブロック
製造業」）で働く者には北海道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

北海道最低賃金
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今月の

フレッシュニュース!!Ａコープ計根別店

『酸いも甘いも

噛み分ける』甘酸っぱいミカンと甘い梨

　酸っぱい物と甘い物の区別をよくわきま
えて味わい、各々の良い面も悪い面も知り
尽くしているということ。転じて、人生経
験が豊富で、世事・人情によく通じている
こと。また、それをもとに穏便適切な判断
が出来ることを言う。

『ふぁーまっく牧場の牛たちとひまわり』
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し

ま
す
。

　
各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
１
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
突
破
】

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
取
り
組
む

「
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
制
作
し
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ

エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
開
始
か
ら
約

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
各
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
皆

さ
ま
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
頂
い

た
結
果
と
し
て
、
平
成
29
年
８
月
に
、

１
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
突
破
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
魅
力
あ
る
新
鮮
か
つ
タ

イ
ム
リ
ー
な
農
畜
産
物
情
報
を
発
信

す
る
た
め
、
ア
プ
リ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
と
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９
月
21
日
～
）
に
あ

わ
せ
て
、
道
警
・
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、
道
内

各
地
で
本
会
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
を
展
開
し

ま
す
。
交
通
安
全
旗
や
横
断
幕
を
掲
げ
て
ド
ラ
イ

バ
ー
と
歩
行
者
へ
安
全
運
転

や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼

び
か
け
ま
す
。（
札
幌
地
区

は
９
月
29
日
実
施
予
定
）
Ｊ

Ａ
共
済
連
北
海
道
は
交
通
安

全
啓
発
活
動
を
通
じ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
役
職
員
一
同
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
旭
川
厚
生
病
院
で
は
〝
土
曜
ド
ッ
ク
〟
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
男
性
を
対
象
と
し
て
お
り
、
各
種
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。
随
時
予
約
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。（
☎
０
１
６
６
―
３
３
―
７
１
７
１
）

　

札
幌
厚
生
病
院
で
は
毎
月
第
２
土
曜
日
に
〝
膵

臓
・
胆
の
う
ド
ッ
ク
〟
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

（
☎
０
１
１
―
２
５
１
―
５
７
１
３
）

　
ま
た
、
帯
広
厚
生
病
院
で
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

の
〝
脳
ド
ッ
ク
〟
を
毎
月
第
２
土
曜
日
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。（
☎
０
１
５
５
―
２
４
―
４
１
６
１
）

い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
青
少
年
の
育
成
支
援
と
ス

ポ
ー
ツ
応
援
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
度
よ
り
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
へ
特
別
協
賛
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
８
月
に
札
幌
市
の
モ
エ
レ
沼

公
園
で
行
わ
れ
た
北
海
道
地
区

予
選
会
に
は
、
地
元
Ｊ
Ａ
・
本

会
・
農
林
中
央
金
庫
の
職
員
が

大
会
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参

加
し
、
道
産
食
材
を
使
用
し
た

「
お
に
ぎ
り
」「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
」
及
び
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
オ
リ

ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
」
を
選
手
達
へ

差
入
れ
し
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場

（
訓
子
府
町
）
で
は
、
来
年
４
月
か

ら
１
年
間
、
農
場
で
の
酪
農
研
修
を

通
じ
て
就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る

「
平
成
30
年
度
酪
農
研
修
生
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

研
修
は
乳
牛
飼
養
管
理
、
搾
乳
、
子
牛
哺
乳
育
成
、

自
給
飼
料
栽
培
管
理
な
ど
の
実
践
研
修
を
中
心
に
、

酪
農
畜
産
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の

座
学
研
修
も
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
業
務
課
（
☎
０
１

５
７
―
４
７
―
２
１
９
１ 

担
当
：
佐
々
木
）
ま
で
。

↑訓子府実証農
場ＨＰはこちら



10

准組合員について

　ＪＡには、販売（農畜産物の選果・出荷・代金精算）、営農指導（農
業経営・農業技術サポート）等、農業に直接関係する事業はもちろん、
生活面でのサポートも含めた幅広い事業を展開しているよ。

　ＪＡバンクやＪＡ共済でおなじみの信用（貯金、各種ローン）、共済
（ひと、いえ、くるまの保障）事業や、生活（Ａコープ（スーパー）、ガ
ソリンスタンド運営）事業もあって、地域の皆さんの生活を幅広く支え
ているのよ。

　ポイントサービスや優遇金利もメリットだけど、准組合員がＪＡを利
用することで、農業振興や地域の発展にも繋がっているのよ。
　皆が色んな事業を利用することで、それぞれの事業ボリュームが大き
くなれば、効率的な事業運営ができるから、販売事業や農業者への営農
指導に、より力を入れることができるのよ。この循環で地域の農畜産物
の生産も充実するから、例えば野菜選果場での雇用も生まれるし、皆の
事業利用が巡って地域の発展にも繋がっているわ。

　准組合員制度が生まれた歴史はわかったけど、ＪＡの事業にはどういう
ものがあるのかな？たくさんあるって聞いたよ。

　正組合員（農業者）を支援する組織だから、農業のイメージは沸くけど、
准組合員の人たちはどんな事業を利用しているの？

　農業者でなくても利用できる事業がたくさんあるんだね。
　准組合員になると、どんなメリットがあるの？

　そっかぁ。准組合員の利用が規制されちゃうと、私たちの生活
だけでなく、地域の農業や経済にも悪影響が出ちゃうんだね。

学ぶ
　准組合員の利用規制を導入するか否か、農水省は平成33年３月末までに結論を出す予定にあ
ります。この規制が利用者である准組合員や地域の農業や経済に与える影響を考えてみましょう。

（全４回シリーズ）

第２回 地域の農業をともに支える准組合員
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30 40 50

労働

支出　

中長期計画を考慮した営農を！
　
今
年
も
残
り
２
ヶ
月
あ
ま
り
に
な

り
、
営
農
計
画
を
た
て
る
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。『
去
年
と
同
じ
』

で
は
な
く
、
農
場
・
生
活
の
中
長
期

計
画
に
基
づ
き
、
実
践
的
な
計
画
を

た
て
ま
し
ょ
う
。

中
長
期
設
計
を
立
て
て
み
よ
う

　
一
般
的
に
体
力
が
あ
り
最
も
働
け

る
時
期
と
家
計
費
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
時
期
と
は
数
年
の
開
き
が
あ
り
ま

す
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル(

結
婚
、
教

育
前
期
・
後
期
、
老
後)
に
応
じ
た

家
計
向
け
支
出
の
変
動
を
考
慮
し
、

次
の
よ
う
な
手
順
で
中
長
期
計
画
を

た
て
、
営
農
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

ま
す
。

② 

子
供
の
教
育
・
結
婚
・
自
立
・
耐

久
消
費
財
の
買
い
換
え
な
ど
家
族

一
人
ひ
と
り
の
予
定
を
年
別
に
書

き
出
し
ま
す
。

③ 

そ
の
生
活
設
計
項
目
の
実
現
の
た

め
に
は
、
い
つ
頃
ど
れ
く
ら
い
の

資
金
が
必
要
か
、
把
握
し
ま
す
。

④ 

万
が
一
に
備
え
る
生
命
・
共
済
保

険
や
、
老
後
の
生
活
に
備
え
る
年

金
の
加
入
額
や
受
給
額
に
つ
い
て

調
べ
ま
す
。

⑤
労
働
力
の
変
化
を
把
握
し
ま
す
。

⑥ 

予
定
さ
れ
て
い
る
農
業
部
門
で
の

投
資
と
償
還
計
画
を
把
握
し
ま
す
。

⑦ 

目
標
と
す
る
所
得
を
算
出
し
、
作

業
体
系
の
変
更
や
経
営
規
模
再
検

討
・
投
資
計
画
の
見
直
し
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
投
資
計
画
を
作
成
す
る
場
合
、
資

金
の
シ
ョ
ー
ト
を
防
ぐ
た
め
に
生
活

面
・
経
営
面
含
め
、
大
き
な
支
出
が

重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

中
長
期
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と

○
目
指
す
姿
・
ビ
ジ
ョ
ン

　
経
営
の
目
指
す
姿
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
な
ど
、
夢
の
実
現
の
た
め
の
資

金
で
す
。

○
機
械
・
施
設
の
更
新

　
機
械
や
牛
舎
は
い
つ
ま
で
も
今
と

同
様
に
使
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
の
更
新
に
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
労
働
力
の
低
下
へ
の
備
え

　
加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
や
両
親
の

リ
タ
イ
ヤ
な
ど
、
農
場
の
労
働
力
は

変
化
し
ま
す
。
一
方
で
労
働
力
の
補

填
の
た
め
、
求
人
を
出
し
て
も
人
員

の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
経
営
規
模
や
作
業
体
系
の
見
直
し
、

投
資
を
し
て
省
力
化
を
す
る
な
ど
の

対
策
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
家
計
費
の
増
加
に
対
す
る
備
え

　

家
計
費
を
考
え
る
際
の
柱
は
結

婚
・
子
供
の
教
育
・
住
宅
で
す
。
特

に
子
供
の
教
育
は
家
計
費
を
大
き
く

圧
迫
す
る
要
因
の
一
つ
で
す
。

　
管
外
の
高
校
や
大
学
等
に
進
学
す

る
場
合
、
学
費
の
他
に
生
活
費
の
負

担
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

営
農
計
画
に
反
映
さ
せ
る

　
中
長
期
計
画
が
で
き
た
ら
、
次
年

度
の
計
画
を
具
体
的
に
た
て
ま
す
。

　
将
来
計
画
を
達
成
す
る
た
め
の
目

標
所
得
を
設
定
し
ま
す
。
所
得
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
導
入
す
る
作
業

体
系
や
生
産
技
術
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
た
め
に
か
か
る
支
出
も
計
上
し

ま
す
。
特
に
、
一
頭
当
た
り
の
投
資

額
が
大
き
い
場
合
は
高
い
生
産
性
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

図１　労働力と支出の推移

① 

農
業
収
入
・
農
業
支
出
・
償
還
計

画
・
家
計
仕
向
可
能
額
な
ど
か
ら

我
が
家
の
経
済
の
流
れ
を
把
握
し

子供の入学や
車の購入など
生活の中でいつ
お金が必要か？

経営の中で
投資するもの

時期が重なっ
た時は
やりくりでき
るのか検討

( ) 

 
 

図２　中長期計画の例

表１　大学進学にかかる支出の試算



営農部 基盤強化対策課より

12

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
と
風
味
異
常
の
リ
ス
ク

　

風
味
異
常
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
は

様
々
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
ラ

ン
シ
ッ
ド
臭
（
脂
肪
分
解
臭
）
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
乳
脂
肪
は
、
脂
肪

が
脂
肪
球
膜
に
包
ま
れ
た
形
で
存
在
し

て
い
ま
す
（
図
１
）。
何
ら
か
の
原
因

で
脂
肪
球
膜
が
壊
れ
、
脂
肪
が
む
き
出

し
に
な
る
と
酵
素
の
影
響
で
脂
肪
が
分

解
さ
れ
（
リ
ポ
リ
シ
ス
）、
遊
離
脂
肪

酸
（
Ｆ
Ｆ
Ａ
）
が
増
加
し
、
ラ
ン
シ
ッ

ド
臭
の
発
生
に
至
り
ま
す
。
リ
ポ
リ
シ

ス
は
通
常
の
状
態
で
も
い
く
ら
か
は
起

こ
り
ま
す
の
で
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
数
値
が
ゼ

ロ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
ゼ
ロ

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
測
定
機
の
測
定

可
能
な
値
よ
り
低
い
と
い
う
こ
と
で

す
）。
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
数
値
は
、
2.0
を
超
え

る
と
人
間
が
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る

レ
ベ
ル
の
臭
い
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
見
解
で
は
、
バ
ル
ク
で

の
異
常
撹
拌
や
栄
養
不
足
ま
た
は
濃
厚

飼
料
の
給
与
過
多
に
よ
る
ル
ー
メ
ン
内

バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
が
Ｆ
Ｆ
Ａ
増
加
の
要

因
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ル
ク
で

の
異
常
撹
拌
等
で
脂
肪
球
膜
が
破
壊
さ

れ
る
こ
と
で
リ
ポ
リ
シ
ス
が
増
加
し
た

り
、
栄
養
不
足
や
濃
厚
飼
料
給
与
過
多

で
ル
ー
メ
ン
内
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

こ
と
で
脂
肪
分
解
酵
素
の
働
き
が
活
発

に
な
り
、
リ
ポ
リ
シ
ス
が
増
加
し
た
り

し
ま
す
。

　
ま
た
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
で
頻
回
搾
乳

を
行
う
と
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
が
増
加
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
資
料
で
は
、

搾
乳
時
間
が
増
え
た
こ
と
で
牛
の
採
食

時
間
が
限
ら
れ
、
固
め
食
い
が
発
生
し

た
り
、
濃
厚
飼
料
の
給
与
過
多
が
起

こ
っ
て
脂
肪
分
解
酵
素
の
働
き
が
活
発

に
な
り
リ
ポ
リ
シ
ス
が
増
加
し
た
り
す

る
、
と
い
う
見
解
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

最
近
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
乳
脂
肪
の
生

成
過
程
も
一
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
乳
脂
肪
は
、
乳
腺
上
皮
細
胞
か
ら
誕

生
し
ま
す
（
図
２
）。
細
胞
内
に
あ
る

脂
肪
滴
は
、
細
胞
の
膜
を
引
き
ち
ぎ
る

よ
う
に
し
て
乳
汁
内
に
出
て
き
ま
す
。

頻
回
搾
乳
を
行
う
と
、
乳
汁
の
合
成
を

図１

図２

図３
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活
発
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
引
き
ち
ぎ

ら
れ
た
乳
腺
上
皮
細
胞
の
膜
が
修
復
さ

れ
な
い
う
ち
に
次
の
脂
肪
滴
が
出
て
き

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脂
肪
球

膜
の
も
ろ
い
脂
肪
球
が
で
き
、
よ
り
リ

ポ
リ
シ
ス
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る

わ
け
で
す
。

　
計
根
別
農
協
管
内
で
飼
養
管
理
別
に

Ｆ
Ｆ
Ａ
を
見
ま
す
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳

農
家
が
平
均
し
て
Ｆ
Ｆ
Ａ
が
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
３
）。
さ
ら
に
、

牛
群
の
平
均
搾
乳
回
数
が
増
え
る
と
バ

ル
ク
の
Ｆ
Ｆ
Ａ
が
上
が
る
傾
向
も
見
ら

れ
ま
し
た
（
図
４
）。

こ
れ
は
、
１
頭
１
頭
の
牛
の
乳
汁
を
個

別
に
調
べ
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
（
図
５
）。

　
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
歴
史
が
古
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
搾
乳
回
数
と
Ｆ
Ｆ
Ａ
の

関
係
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
が
10
年

以
上
も
前
か
ら
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
が
今
回
訪
問
し
た
ド
イ
ツ
も
、

搾
乳
回
数
を
平
均
３
回
に
抑
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ボ
ッ
ト
１
台
１

日
あ
た
り
２
，
０
０
０
㎏
、
１
頭
当
た

り
の
年
間
乳
量
は
１
０
，
０
０
０
㎏
を

ク
リ
ア
し
て
い
ま
し
た
。
あ
え
て
搾
乳

回
数
を
抑
え
る
こ
と
で
、
乳
頭
口
の
荒

れ
を
防
ぐ
と
同
時
に
牛
の
休
息
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
で
こ
の
搾
乳
回
数
に
落
ち
着
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
日
々
モ
ニ

タ
ー
の
中
で
変
化
す
る
日
乳
量
や
搾
乳

回
数
に
意
識
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
牛

の
泌
乳
生
理
に
反
し
た
搾
り
方
は
リ
ス

ク
を
伴
い
ま
す
。
乳
房
炎
を
防
ぎ
、
廃

棄
乳
ロ
ス
を
減
ら
し
、
牛
を
長
持
ち
さ

せ
る
こ
と
で
生
涯
生
産
量
を
最
大
に
す

る
と
い
う
考
え
方
が
こ
れ
か
ら
は
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

図４

図５

バルク乳でみた、搾乳回数とFFAの推移

牛個体別にみた、搾乳回数とFFAの推移
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生 乳 販 売 情 報

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　9月29日現在 1,800円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 349 327 1,078,920 363,960 766,784 -11,929
乳牛・ホル初妊ET 46 40 1,060,560 644,760 915,081 -10,514
乳牛・ホ無　初妊 4 4 867,240 464,400 595,980 -61,524
乳牛・ホル　経産牛 2 2 496,800 443,880 470,340 0
そ の 他 の 乳 用 種 0

合　　　　計 401 373 1,083,240 332,640 789,558 -27,620

平成29年度8月末　管内農協生乳受託実績表 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　9月22日開催分 税込み

9月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,481 21
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,242 110
そ の 他 の 未 経 産 54 0

計 7,777 131
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,190 -86
そ の 他 の 経 産 牛 45 2

計 10,235 -84
合　　　　　　　計 18,012 47

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 543 42
黒 毛 和 種 　 オ ス 62 5

計 605 47
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 605 47
総　　　合　　　計 18,617 94

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 447 438 995,760 210,600 600,921 -62,306
肉牛・黒毛　メスET 221 216 1,033,560 712,458 762,363 0
肉牛・黒毛　メス計 668 654 1,033,560 210,000 733,071 32,341
肉 牛 ・ 黒 毛 　 オ ス
肉 牛 ・ 黒 毛 　 去 勢 694 672 1,205,280 54,000 707,254 -95,309
肉牛・黒毛　去勢ET 360 346 1,181,520 583,200 787,055 -24,177
肉牛・黒毛　去勢計 1054 1018 1,205,280 54,000 825,032 19,248
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 34 30 1,041,120 464,400 681,331 3,691
廃 用 ・ 黒 毛 79 78 547,560 60,480 175,883 -92,011

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 8,827,104 103.4 44,217,691 102.3 133
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,687,450 98.8 53,720,098 97.9 169
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,450,277 98.9 37,651,603 98.9 140
Ｊ Ａ 中 春 別 10,222,750 100.3 50,947,800 99.7 169

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,758,836 102.8 38,300,098 99.9 137
上 春 別 支 所 5,320,270 105.3 26,148,727 102.0 72
別 海 本 所 13,159,329 99.5 64,895,088 97.2 238
根 室 支 所 4,260,436 100.9 20,617,265 99.1 83

小　　　　計 30,498,871 101.5 149,961,178 99.0 530
合　　　　　計 67,686,452 100.9 336,498,370 101.2 1,141

ホクレン根室家畜市場 一般市場 9月20日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）9月14日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛･ホル　育成 36 31 616,680 163,080 468,964 105,935
乳牛･ホル　初任 17 15 899,640 417,960 740,592 98,232
乳牛･ホル　経産 32 32 663,120 113,400 307,496 24,686
乳牛･ホル･無経産 1 1 347,760 347,760 347,760 -113,400
肉素･黒毛和種･オス
肉素･黒毛和種･去
肉素･乳用交雑･メス
肉素･乳用交雑･オス
肉素･ホル中犢･メス
肉素･ホル中犢･オス 4 4 63,720 2,160 25,920 -47,480
肉素･ホル中犢･去
肉 素 ･ ホ ル ･ メ ス 9 9 292,680 152,280 257,520 16,680
肉 素 ･ そ の 他 ･ 去
初生･黒毛和種･メス 12 11 613,440 237,600 458,215 803
初生･黒毛和種･オス 23 20 596,160 218,160 472,068 -13,245
初生･乳用交雑･メス 102 102 230,040 21,600 151,475 4,422
初生･乳用交雑･オス 128 128 324,000 91,800 238,537 2,706
初生・ホル・オス 162 162 169,560 1,080 66,133 -12,476
初生･ホル乳用･メス 34 34 341,280 170,640 301,288 -43,919
初生･異性双児･メス 13 13 78,840 2,160 31,652 4,652
初生･その他･メス
初生･その他･オス 2 2 35,640 108 17,874 6,858
廃 用 黒 毛 和 種
廃 用 ･ ホ ル 130 130 292,680 27,000 125,388 -17,642
廃 用 ･ そ の 他 2 2 119,880 88,560 104,220 50,220
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「つぶやくべぇ～」へ投稿する

15

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

10月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

　平成29年も残すところ、３ヶ月となりました。今年の夏は、
暑い時期が続いたり、秋に近づくにつれ、雨が続いたり、寒か
ったりと、毎年の如く色々あった夏だったかと思います。
　さて、季節は秋…。秋といえば、色々なイメージがあると思
います。スポーツの秋や読書の秋、食欲の秋など、暑かった時
期から涼しく過ごしやすくなり、活動しやすくなったり、食欲
が上がることから言われているようです。また、秋は収穫の秋
といわれるように、様々な食べ物が実りを迎えることも、食欲
の秋といわれる所以かと思います。
　しかし、反対に秋には枯葉などの散るイメージや、紅葉や夕
日など色が単一で哀愁があり、センチメントな季節のイメージ
も強いと思います。
　そんな秋の言葉といえば、『一葉落ちて天下の秋を知る』で
しょうか。この言葉は、落葉が早い青桐の葉が1枚落ちるのを
見て、秋が来たことを知るというように、わずかな前触れから、
将来の大きな動きを予知することのたとえです。
　歴史に名を刻んできた偉人たちには先見の目があったと言わ
れております。どんな些細なことでも見逃さず、先を予感し歩
んでいくことが、経営に、そして人生にとっても大切かと思い
ます。
　偉そうな事を書きましたが、まずは、空気が澄み渡り、遠く
の景色や夜空がはっきりと見やすくなるこの秋という季節…、
哀愁漂う秋の景色を堪能し、来る冬へ向け、活力を蓄えていき
ましょう！

今月の義を見てせざるは勇無きなり

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャ
ンスなどを募集しています！営農企画課までメールするか
事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

◦�正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》�左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ。 または、営農企画課までFAX（78-2048）をお願いし
ます。

《締め切り》平成29年10月20日まで
　　 　　　�当選者の発表は「けねべつ」11月号誌上

まちがいさがし９月号の答え

2 4 5 8 11
抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農企画係でお受け取り下
さい。

根岸　榮子さん

大江真由美さん

岩㟢　和広さん

小林　央知さん

砂越富貴江さん
■ありがとうございます！
　いつも楽しくみてまーす！（ペンネーム　匿名）
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先月のお題『そば畑』でした。
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今月のお題『夕焼けと大根畑』です。皆様の作品お待ちしております。
（10月20日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで


